
登
別
市
立
幌
別
東
小
学
校
「
閉
校
記
念
式
典
」
の
ご
案
内 

拝
啓 
暮
秋
の
候 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、こ
の
度
「
登
別
市
立
幌
別
東
小
学
校
」
は
「
登
別
市
立
幌
別
小
学
校
」
と
統
合
し
、令
和
七
年
度
よ
り

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
も
偏
に
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、左
記
に
よ
り
閉
校
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。 

時
節
柄
ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す
が
ご
出
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白 

令
和
六
年
十
一
月
吉
日 

登
別
市
長 

小
笠
原 

春
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、日 

時 
 

令
和
七
年
二
月
十
五
日
（土
）午
前
十
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
、会 

場 
 

登
別
市
立
幌
別
東
小
学
校 

体
育
館 

       

登
別
市
立
幌
別
東
小
学
校
「
惜
別
の
会
」
の
ご
案
内 

拝
啓 

暮
秋
の
候 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、本
校
は
令
和
七
年
三
月
末
を
も
って
閉
校
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

開
校
以
来
五
十
五
年
間
の
登
別
市
立
幌
別
東
小
学
校
と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、本
校
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、先
人
の
皆
様
への
ご
功
績
に
感
謝
し
登
別
市
立
幌
別
東
小
学

校
の
思
い
出
を
偲
ぶ
惜
別
の
会
を
左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す
。 

万
感
の
思
い
を
込
め
ま
し
て
多
く
の
方
々
に
ご
出
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白 

令
和
六
年
十
一
月
吉
日 

登
別
市
立
幌
別
東
小
学
校 

閉
校
記
念
事
業
協
賛
会 

 
 

会 

長 
 

森 
 
 

芳 

昭

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、日 

時 
 

令
和
七
年
二
月
十
五
日
（土
）午
後
十
二
時
三
十
分 

二
、会 

場 
 

登
別
市
民
会
館 

中
ホ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登
別
市
富
士
町
七
丁
目
三
十
三
番
地
一 

 

電
話
（〇
一
四
三
）八
八
‐一
一
三
九 

三
、会 

費 
 

三
千
円
（十
二
月
二
十
日
ま
で
に
事
前
に
お
振
込
み
い
た
だ
く
か
、学
校
ま
で
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
） 

 
 

※
誠
に
勝
手
な
が
ら
、ご
出
席
の
有
無
を
同
封
の
葉
書
に
て
、十
二
月
二
十
日
（金
）ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

 
 

※
閉
校
式
典
及
び
惜
別
の
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は 

 
 
 
 
 
 

登
別
市
立
幌
別
東
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
協
賛
会
・事
務
局
（〇
一
四
三
）八
五
‐三
五
三
二
ま
で 


